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避航操船（問題）

ＡＲＰＡで右図のような情報を得た。

問題がありそうな関係船はＡ船とＣ船のように判断した。
（船長のStanding Order は CPA1.5 海里以上と指示され
ている。）

このような見合い関係は、大阪湾へのアプローチ、東京湾
へのアプローチ、伊勢湾へのアプローチ、マラッカ海峡な
どで比較的頻繁に起こり得る状況。
但し、Watch Level１の海域であることが多い。

本船に適用される航法は？
また、その相手船は？？
本船の取るべき動作は？

Ｃ船
Co <180>
Sp'd  16.0 kts
CPA 1.0
TCPA 40 mn.
B'g <003>
Dist 22.6 miles

B船
Co <180>
Sp'd    20.0 kts
CPA  5.1
TCPA 24 mn.
B'g <342>
Dist 16.4 miles

A船
Co <030>
Sp'd 15.6 kts
CPA 0.0
TCPA 60 mn.
B'g <300>
Dist 9.0 miles

<300> 9.'o<300> 9.'o
本船
Co <000>
Sp'd  18 kts

質　問
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20分後20分後

27分後27分後

40分後40分後

60分後60分後

71分後71分後

20分後20分後

60分後60分後

40分後40分後

20分後20分後

80分後80分後避航操船（解答）

Ａ船との横切り船の航法。
本船は保持船。
２０分後に右転しながら、相手船に本船の後方を回るように依頼す
る。追越し船として左転したくなるが、ＶＨＦ等で意思疎通が出来
ない限り、左転は行わないこと。

右記はＡ船が６海里の時点で、相手船と平行針路とし、１海里程度
前方に出た時点で、原針路に戻し、方位変化を見ながら相手船の前
方を横切る動作。
右に３海里出ても、７１分後にやっと左正横 1.5 海里に相手を見る
ことになりその後、相手船の針路の 0.7 海里前方を横切ることにな
る。
この距離では、まだ近いので、60 分後に状況を確認し、必要なら
ば再度右転してＣＰＡを広げることが必要。（ＣＰＡは１海里以上
とすること） 

左転してＡ船の後方を回る場合は、Ａ船・Ｂ船とＶＨＦでコンタクト
し、意思疎通を図ってから。 

Ｃ船とは、前面を横切り、左舷対左舷で航過する。　20 分後の右
転開始時は、Ｃ船との距離はまだ 11 海里ある。そして、Ｃ船の針路
を横切るのは２７分後。

一方、Ａ船はＢ船に対して保持動作が求められる。また、Ｂ船の前面
を横切るための右転はＢ船の速力が 20 ノットなので躊躇すること
が考えられる。 

追い越し船が多数存在する場合は、30 分後、60 分後、90 分後の
相対関係を予測し、それぞれを、どちら舷に見て追い越して行くの
かPlan を立てること。

Ｃ船

B船

A船

解　答

本船

60°60°

<300> 9.'o<300> 9.'o

<300>6.'0<300>6.'0

<293>6.'0<293>6.'0

<287>3.'1<287>3.'1

<207>0.'7<207>0.'7

左正横左正横
1.5海里1.5海里

Co  <000> Co  <000> 

Co  <030> Co  <030> 

67°67°

73°73°
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4.5miles

3.0miles

1.5miles

0.0miles

1.5miles

3.0miles

4.5miles

21 miles  18 miles  15 miles  12 miles  9 miles 6 miles 3 miles 0 miles -3 miles -6 miles

21 miles  18 miles  15 miles  12 miles  9 miles 6 miles 3 miles 0 miles -3 miles -6 miles

4.5miles

3.0miles

1.5miles

0.0miles

1.5miles

3.0miles

4.5miles

差し当たり気になる他船は、ＴＣＰＡが２５～３０分以内で、ＣＰＡが１.０海里以下のもの（上記で色が付いている船）

A船 ほぼ正船首（若干右）。距離14.0 海里でＣＰＡは1.0 海里。　ＴＣＰＡは２８分後。航海灯（舷灯）は緑灯を見せている。
B船 左 2度、距離17.5 海里でＣＰＡは0.2 海里。このＡＲＰＡ情報通りだと３０分後に左舷0.2 海里で航過。

航海灯は両舷灯を視認できる。（やや赤が強い）

Ｃ船 同航船。速力７ノット、すこしづつ右に開いている。距離は4.5 海里。
Ｄ船 同航船。　船首左１～２°、12ノット。　本船とほぼ同じコースで平行。
その他関係船は黒で示す。 
Ｅ船 反航船。船首左５度で平行。　CPA1.0 海里、 TCPA 22min. Co<088> Sp'd 14 kts
Ｆ船 反航船。船首右２５度で平行。　CPA 4.0 海里、 TCPA 15min. Co<088> Sp'd 18 kts
Ｇ船 同航船。左後方　2.8 海里。　30分前に　左1.7 海里離して追い越した。
Ｈ船 同航船。右後方<054> Dist. 4.0 miles。Co <267> Sp'd 22kts で追い越しを掛けている。CPA 2.0 miles, TCPA 50min. 

RADAR ＆ ARPA情報（問題）
Vector : 12 min.

本船マスト

A, B, C, D 船の灯火

インド洋　ベンガル湾（Ｐｕ　ＲＯＮＤＯ　～　Ｄｏｎｄｒａ　Ｈｄ間）を夜間に航海中 Co<268> Sp'd 18kts

このままの状態では、反航船・同航船とも２５～３０分後に１海里以
内に接近する可能性があるので避航しようと思うが、どのように避航
操船するか。避航操船を行う場合、注意を払わなければならない他船
の優先順位とその理由。

質　問

Ｇ船
CPA ***
TCPA - 30 min.
Co <268>
Sp'd 14.0 kts
B'g <133>
Dist 2.8miles

本船
18 Kts
<268>

Ｉ船
CPA 2.0 mile
TCPA 45 min.
Co <267>
Sp'd 22.0 kts
B'g <054>
Dist. 3.7 miles

Ｆ船
CPA 4.0 mile
TCPA 15 min.
Co <088>
Sp'd 18.0 kts
B'g <293>
Dist. 9.7miles

Ｃ船
CPA 0.2 mile
TCPA 25 min.
Co <270>
Sp'd 7.0 kts
B'g <270>
Dist. 4.5miles

Ｅ船
CPA 1.0 mile
TCPA 22 min.
Co <088>
Sp'd 14.0 kts
B'g <263>
Dist. 12.0miles

Ｈ船
CPA 0.1 mile
TCPA 35 min.
Co <088>
Sp'd 19.0 kts
B'g <267>
Dist. 21.0 miles

Ｂ船
CPA 0.2 mile
TCPA 30 min.
Co <087>
Sp'd 17.0 kts
B'g <266>
Dist. 17.5miles

Ａ船
CPA 1.0 mile
TCPA 28 min.
Co <086>
Sp'd 12.0 kts
B'g <269>
Dist. 14.0 miles

Ｄ船
CPA 0.3 mile
TCPA 35 min.
Co <268>
Sp'd 12.0 kts
B'g <267>
Dist. 3.5miles

4.5miles

3.0miles

1.5miles

0.0miles

1.5miles

3.0miles

4.5miles

21 miles  18 miles  15 miles  12 miles  9 miles 6 miles 3 miles 0 miles -3 miles -6 miles

21 miles  18 miles  15 miles  12 miles  9 miles 6 miles 3 miles 0 miles -3 miles -6 miles

4.5miles

3.0miles

1.5miles

0.0miles

1.5miles

3.0miles

4.5miles

右転してF船に針路を向ける。但し、F船の前方に針路を向けないこと。必ずHeadingはF船の船尾を超えないこと。
15分後の相関図は上記の通り。　原針路<268>から<293>に変針。
15分で航走する距離は4.5海里。従って、原針路から右に1.9 海里離れるが、F船を除き、他船は全て左に見るようになる。
Sin 24°× 4.5海里 = 1.90海里
15分後に避航操船を開始したのでは、遅すぎる。（I船とA船の間を通過できないから。） ⇒ Hard Starb’ dで右一回頭するしかない。
左転25°で、原針路から左に1.90海里離れ、E船の前方4.5海里を横切ることもできるが、E船はD船との見合い関
係、及び後続するG船とも左舷:左舷で航過しようと考え、大きく右転する可能性が大きい。
この場合、更に左転回し、<190>くらいまで変針しないとE船を安全に航過できないかも知れない。また、危険な見
合い関係を作るような操船にもなってしまう。またB船がD船を避航するため、右転する可能性もある。

１５分後の各船との相対位置を予想。（ＡＲＰＡにシミュレーション機能があれば、それを利用）
その場合にＡ・Ｃ船が行き会い航法でＣ船が右転する可能性があること、　Ｄ船もＢ船との関係で右転する可能性があることが判る。
この場合、Ｆ船を追い回すような操船も可能なので、更に右転可能である。
I 船の前方２海里を横切ることになるので、ＶＨＦで予め避航操船で右に曲げ、Ｉ船の前方２海里を横切ることを連絡する。Ｆ船に不安を与えないように、且つ、Ｉ船の針路を可能な限り横切る操船が良い。
その後、Ｉ船が本船の左側を追い越してから、原針路に戻す。
Ｅ船がいなければ、早めの左転も可能であるが、Ｇ船の全面を横切るので、安全な距離を保ちながら左に大きく出る。（次の反航船があっても、衝突のおそれを生じさせないように。）

注意しなければならない他船  
1　Ｉ船　前方２海里の地点を横切るから。
2　Ａ船　Ｃ船を避けようとして左転する可能性あり。
3　Ｃ船　Ａ船を避けようとして右転する可能性あり。
4　Ｄ船　Ｂ船を避けようとして右転する可能性あり。

右に避航：＜293＞15分後の本船位置右に避航：＜293＞15分後の本船位置

RADAR ＆ ARPA情報（解答）
Vector : 12 min.

インド洋　ベンガル湾（Ｐｕ ＲＯＮＤＯ ～ Ｄｏｎｄｒａ Ｈｄ間）を航海中

15分後

Ｆ

I

GE

H

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

解　答

ポイント

そのまま、避航動作を取らなかった場合そのまま、避航動作を取らなかった場合

左に避航：＜243＞ 15分後の本船位置左に避航：＜243＞ 15分後の本船位置

早めに広く避航の例早めに広く避航の例
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